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阿
仁
荒
瀬
出
身
の
白
川
好
光
さ
ん
（
埼
玉
県
三
郷

市
在
住
）
が
、
こ
の
ほ
ど
文
芸
社
（
東
京
都
新
宿
区
）

よ
り
「
先
に
進
む
道
」
を
出
版
し
ま
し
た
。�

　
文
芸
社
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
作
家
の
方
々
か
ら
広

く
原
稿
を
募
集
し
、
書
籍
化
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。�

　
毎
月
１
０
０
０
に
も
及
ぶ
応
募
原
稿
の
中
か
ら
、

白
川
さ
ん
の
作
品
が
刊
行
意
義
の
高
い
作
品
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
出
版
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。�

　
こ
の
作
品
は
、
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
現
在
の

地
位
を
築
い
た
経
緯
、
周
囲
の
人
々
へ
の
感
謝
の
念

を
綴
っ
た
白
川
さ
ん
の
自
叙
伝
で
す
。�

　
全
国
の
書
店
で
お
買
い
求
め
や
ご
注
文
が
で
き
ま

す
が
、
東
京
で
は
、
完
売
し
て
追
加
発
注
し
て
い
る

書
店
も
あ
る
ほ
ど
大
盛
況
で
す
。�

白
川
好
光
さ
ん
が
本
を
出
版

「

先

に

進

む

道

」

白川さんが出版した「先に進む道」

秘
蔵
資
料
も
新
た
に
展
示

　
国
道
１
０
５
号
線
沿
い
長
野
岱
に
あ
る
地
域
資
源

総
合
管
理
施
設
ア
グ
リ
ハ
ウ
ス
内
の
「
金
作
之
助
先

生
顕
彰
記
念
室
」
が
改
修
さ
れ
ま
し
た
。�

　
作
之
助
先
生
（
明
治
18
年
〜
昭
和
32
年
）
は
、
秋

田
県
師
範
学
校
卒
業
後
、
昭
和
２
年
、
農
民
道
場
「
瑞

穂
行
学
舎
」
を
開
設
し
て
農
村
青
年
の
教
育
に
尽
力
、

旧
米
内
沢
町
長
、
県
議
を
歴
任
さ
れ
、
当
時
よ
り
、

産
業
・
経
済
・
文
化
・
教
育
の
発
展
の
た
め
市
町
村

合
併
を
推
進
し
た
先
覚
者
で
し
た
。�

　
記
念
室
に
は
、
合
併
を
推
進
す
る
よ
う
周
辺
首
長

へ
書
い
た
自
筆
書
面
な
ど
や
、
秘
蔵
資
料
の
中
か
ら

新
た
な
展
示
品
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

�

「
金
作
之
助
先
生
顕
彰
記
念
室
」
改
修

まもなくスイセンが華やかさを増す堤防沿い

春
の
訪
れ
を
実
感

　
米
内
沢
地
区
阿
仁
川
堤
防
沿
い
に
６
０
０
０
球
以

上
の
ス
イ
セ
ン
が
つ
ぼ
み
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
ま
も
な

く
歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。�

　
こ
の
ス
イ
セ
ン
は
、
平
成
12
年
か
ら
２
カ
年
で
地

域
の
方
々
や
各
団
体
が
中
心
に
な
り
植
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。
今
で
は
分
球
も
進
み
、
年
々
華
や
か
さ
を

増
し
、
訪
れ
る
人
に
春
の
歓
び
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
例
年
、
４
月
中
旬
に
開
花
し
、
堤
防
沿
い
の
桜
の

満
開
ま
で
が
見
頃
と
な
り
ま
す
。�

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
は
４
月
15
日
で
終

了
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
脇
見
運
転
に
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
！�

堤
防
沿
い
に
６
０
０
０
球
の
ス
イ
セ
ン

改修された金作之助先生顕彰記念室




